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まん延防止等重点措置の適用に伴う対応について（通知） 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、適切かつ迅速な対応をいただいているこ

とに感謝申し上げます。 

現在、本県においても感染の再拡大が見られる状況となっております。本日、国は、ま

ん延防止等重点措置の本県への適用を決定しました。これを受けて、埼玉県においては、

４月２０日から５月１１日まで、さいたま市、川口市を対象区域として、不要不急の外出

・移動の自粛や混雑している場所や時間を避けて行動すること、学校における感染防止対

策の徹底など、まん延防止等重点措置を実施することとしました。 

 つきましては、同措置を踏まえ本県において徹底した感染防止対策を講じながら学校の

運営を継続していくため、学校運営の基本方針及び対応いただきたい事項を通知いたしま

す。下記の対応については、まん延防止等重点措置の対象区域に関わらず、全ての市町村

教育委員会に御対応をお願いします。 

 なお、市町立幼稚園につきましても、実情に応じ同様の取扱いをお願いします。 

 

記 

 

１ 学校運営の基本方針について 

  感染防止対策を徹底しながら学校運営を継続する。 

  具体的な対応については、２以降を参照すること。 

 

２ 対象 

  県内全ての市町村立義務教育諸学校 

 

３ 期間 

  まん延防止等重点措置の期間終了まで 

 

４ 児童生徒の感染防止対策の徹底について 

 ⑴ 児童生徒の健康観察について 

   検温・健康観察を徹底すること。併せて、児童生徒に発熱等の風邪症状が見られる

場合や児童生徒の家族に体調不良者がいる場合には出席停止にするなど、ウイルスを

学校に持ち込ませないようにすること。登校後に体調を崩した場合には、直ちに帰宅

させること。 

様 



 

 ⑵ 学習活動におけるマスク着用等の更なる徹底について 

   マスクが着用されない中で活動が行われ、感染が拡大したと考えられる事例がこれ

まで複数報告されている。飛沫拡散防止の観点から、学習活動を行う際には、原則マ

スクを着用すること。その際、マスクを正しく着用（鼻と口の両方を隙間がないよう

覆った状態）させるとともに、３密を避け手洗いを徹底するなど、感染防止対策の更

なる徹底を図ること。 

   

 ⑶ 換気・保湿について 

   気候上可能な限り、常時換気を徹底すること。なお、換気が難しい場合には、30 分

に１回以上、少なくとも休み時間ごとに、窓を全開にすること。併せて、教室の保湿

にも適切に対応すること。 

 

 ⑷ 給食指導について 
    以下の点について徹底すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習活動の取扱いについて 

 ⑴ 感染リスクが高い学習活動について 

  まん延防止等重点措置期間中においては、以下に例を挙げるような「感染症対策を

講じてもなお感染のリスクが高い学習活動」は、地域の感染状況を踏まえつつ、実施

の可否も含め慎重に判断すること。実施する場合は、感染防止対策を徹底すること。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「通常登校におけるガイドライン Ver.３」Ｐ１１より 
 各教科における「感染症対策を講じてもなお感染のリスクが高い学習活動」とし
て、下のような活動が挙げられる（①～④は特にリスクの高いもの）。 

①各教科等に共通する活動として「児童生徒が長時間、密集又は近距離で対面形式 

 となるグループワーク等」及び「近距離で一斉に大きな声で話す活動」 

②音楽における「室内で児童生徒が近距離で行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモ 

 ニカ等の管楽器演奏」 

③家庭、技術・家庭における「児童生徒同士が近距離で活動する調理実習」 

④体育・保健体育における「児童生徒が密集する運動」や「近距離で組み合ったり 

 接触したりする運動」 

⑤理科における「児童生徒同士が近距離で活動する実験や観察」 

⑥図画工作、美術、工芸における「児童生徒同士が近距離で活動する共同制作等の 

 表現や鑑賞の活動」 

 

「通常登校におけるガイドライン Ver.３」Ｐ１６より 

＜給食指導における留意点＞ 

・手洗い場の密集を避けつつ、石けんによる手洗い、マスクの着用を徹底する。 

・配膳については、児童生徒が担当するものを限定したり、教職員が中心に行った

りするなど工夫をする。 

・配膳を行う児童生徒及び教職員は、健康面、衛生面において、給食当番活動が可

能であるかを毎日点検する。 

・（教職員を含めて全員が正面を向くなどして）対面にならないように指導を徹底

する。 

・可能な限り会話を控えるよう指導する。（会話をするときはマスクを着用） 

・配膳室が密にならないように入室人数を制限するなどの工夫を行う。 



  上記の活動に限らず、学級全体で一斉に行う音読や群読、近距離で大きな発声を伴

う活動やマスクを外して行う運動など、感染リスクが高いと考えられる活動について

も同様に取り扱うこと。 

  なお、グループワークや話合い活動については、短時間で行う、付箋やＩＣＴを使

って考えを交流する等「通常登校におけるガイドライン Ver.３」Ｐ１３、１４を参考

にし、感染防止対策を徹底しながら、まん延防止等重点措置期間中であっても対話的

な学びが充実するような工夫を講じること。 

 
 ⑵ 体育の授業実施上の留意点 
  ・ 可能な限り屋外で実施すること。屋内で実施する必要がある場合は、特に呼気が 

激しくなるような運動を避けることを徹底すること。 
  ・ 運動時のマスクの着用は必要ないが、運動を行っていないときはマスクを着用す

ること。また、呼気が激しくならない軽度な運動の際は、マスクを着用すること。 

  ・ 集団で行う活動は避け、なるべく個人で行う活動とし、特定の少人数（２～３人
程度）での活動（球技におけるパスやシュートなど）を実施する際は十分な距離を
空けること。 

 

 ⑶ ＩＣＴの利活用について 

  ・ ＧＩＧＡスクール構想の下で整備した端末・ネットワークを積極     

   的に活用し、ＩＣＴの利活用を図ること。その際には、ＩＣＴ教育 

   ガイドラインの実践事例や、総合教育センターの「小・中版ＩＣＴ 

   活用レシピ」等を参考にしつつ、児童生徒の学習を充実させること。 

  ※ ＩＣＴ教育ガイドラインや小・中版ＩＣＴ活用レシピについては、  

   スマートフォンでは表示されない場合があるため、右記ＱＲコード 

   を確認する場合にはＰＣによりアクセスすること。 

  ・ 更なる感染拡大に備え、学習プラットホーム（Google Classroom 

   等）を活用した課題の配布や回収（例えば、家庭で行った調理実習 

   の写真や家庭で練習した演奏の録画等の回収）を練習しておくこと 

   も大切である。また、子供が端末を家に持ち帰って活用ができるよ 

   う、事前にルール等を整備しておくことが重要である。 

 

 ⑷ 学校行事等について 

まん延防止等重点措置期間中は、児童生徒が学年を超えて一堂に集まって行う行事

等はなるべく実施を避け、実施する場合であっても感染防止対策を徹底すること。 

  修学旅行等の宿泊を伴う行事や校外での活動は、目的地等の状況、児童生徒の心情 

 等を踏まえ、保護者の十分な理解を得て、実施の可否を判断すること。 

 

６ 部活動について 

  部活動については、地域における感染状況等を踏まえて各市町村教育委員会が判断す 
 ること。 

   活動を行う際には、感染リスクの高い活動を制限するとともに、次の「通常登校に
おけるガイドライン Ver.３」のＰ１９の留意事項を参考に、感染防止対策を徹底するこ
と。 

 
 



 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 飛沫感染の可能性が高い活動（大きな発声や身体接触を伴う等）は原則として行わ 

  ない。ただし、公式の大会や発表会の出場にむけて、事故防止の観点からこれらの活 

  動を行う必要がある場合は、感染対策を徹底した上で、最小限の活動とすること。 

 ・ 他校と集まって行う交流活動・合同活動・練習試合については、活動内容等に応じ 

  て、一時的に制限すること。 

  ・ ３密（密集、密接、密閉）を回避し、屋内の活動では換気を徹底すること。 

  ・ 休憩中や活動後の手洗いを徹底させること。 

  ・ タオルの共用はさせないこと。 

  ・ 熱中症の恐れがある場合を除き、可能な限りマスクを着用しての活動となるように

内容を工夫すること。（指導者は、熱中症の恐れがある場合を除き、マスク着用を必

須とする。） 

  ・ マスクを正しく着用（鼻と口の両方を隙間がないよう覆った状態）させるととも

に、十分な距離を確保するなど、感染症対策を徹底すること。  

 ・ マスクを外す場面（激しい運動、水分補給、準備・更衣時等）では、飛沫感染リス

クが高まることを意識して行動させ、３密回避の徹底を図ること。 

 ・ 昼食、休憩、下校時にマスクを外して会話をしたことで感染したと考えられる事例

があることから、注意喚起の徹底をすること。 

 ・ 泊を伴う活動については、当面の間、公式の大会・発表会のみとする。 

 

７ 家庭における感染防止対策について 

  下記の内容について保護者等に協力を依頼すること。 

 ・ 規則正しい生活習慣を徹底すること。 

 ・ 発熱等の風邪症状がみられる場合や、家庭内に体調不良者がいる場合は登校させな 

  いこと。（健康観察） 

 ・ 基本的な感染防止対策を徹底すること。（３密の回避、石けんと流水による手洗  

  い、マスクの着用、適切な換気・保湿） 

 ・ 不要不急の外出を避け、可能な限り速やかに帰宅すること。外出する場合でも、人 

  数や時間を最小限にすること。 

 ・ 児童生徒のみの会食等は自粛すること。 

 

【参考１】 「通常登校におけるガイドライン Ver.３」より 

（７）部活動                  

  ウ 留意事項 

   ・健康観察カード等を活用し、活動前の検温や体調を確認すること。 

   ・活動計画や内容について、管理職をはじめ、外部指導者や保護者と情報共有

を行うこと。 

   ・練習内容について、各中央競技団体及び各連盟からガイドライン等が出され

ている場合は、遵守すること。 

   ・万が一、新型コロナウイルス感染者が発生したり、熱中症など不測の事態が

生じたりした場合には、適切かつ迅速に対応できるようにしておくこと。  

   ・その他の指導内容等について、学校の設置者が定めている部活動の在り方に

関する方針を遵守すること。 

   ・泊を伴う活動については、当面の間、公式の大会・発表会のみとする。 

   ・外部指導者へも感染症対策について周知すること。 

 



８ 保護者から感染が不安で休ませたいと相談があった場合について 

  合理的な理由があると校長が判断する場合には、欠席とせず、出席停止とするなど柔 

軟な取扱いをすること。この場合、「感染症や災害の発生等の非常時にやむを得ず学校

に登校できない児童生徒の学習指導について(通知)」(令和３年２月１９日文部科学省

初等中等教育局長通知)に基づき、該当児童生徒に対し、一定の要件を満たすオンライ

ンを活用した学習の指導を実施したと校長が認める場合には、指導要録の「指導に関す

る記録」の別記として、非常時にオンラインを活用して実施した「特例の授業」として

記録することが可能であること。 

 

９ 児童生徒の心のケア等について 

 児童生徒の心のケア、感染者や濃厚接触者に対する差別や偏見、いじめに関する対

応、児童虐待への対応については、「通常登校におけるガイドライン Ver.３」のＰ３１

～３４を参考に対応すること。 

  

10 教職員の感染防止対策について 

 ・ 検温・健康観察を徹底すること。併せて、発熱等の風邪症状が見られる場合や教職

員の家族に体調不良者がいる場合、本人が濃厚接触者となった場合には、特別休暇

（交通遮断休暇）の取得により出勤を控えさせるなど、学校での感染リスクの軽減を

図ること。 

 ・ 出勤後に体調に不安を感じた場合には、直ちに帰宅させること。 

 ・ 教職員が急遽出勤できなくなる可能性も想定して、教職員間で業務の内容や進捗、

学級の状況等の情報交換を図るなど、教職員が休暇を取得しやすい環境や医療機関等

を受診しやすい環境を整えること。 

 ・ 不要不急の外出や大人数での会食などについては自粛するなど、感染リスクの軽減

に努めさせること。 

 

11 その他 

 ・ 飛沫拡散の対策については、理化学研究所のホームページ内 

  で公開されている「室内環境におけるウイルス飛沫感染の予測 

  とその対策（課題代表者：理化学研究所／神戸大学 坪倉 誠）」 

  の資料を参考にすること。 

  https://www.r-ccs.riken.jp/jp/fugaku/corona/projects/tsubokura.html 

 

12 送付資料 

 ・ 令和２年１０月３０日付け教義指第 638号「市町村立小中学校・義務教育学校版  

  学校再開・通常登校におけるガイドライン（新型コロナウィルス感染防止対策） 

  ～Ver.３～の送付について」     ※ 赤字版を除く 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
体育（保健体育を含む）を除く学習指導に関すること 

担 当 市町村支援部義務教育指導課 教育課程担当  

電 話 ０４８－８３０－６７４２ 

 

教職員の服務に関すること 

担 当 市町村支援部小中学校人事課 人事・学事・働き方改革担当 

電 話 ０４８－８３０－６９３７ 

 

体育（保健体育を含む）に関すること 

担 当 県立学校部保健体育課 学校体育担当 

電 話 ０４８－８３０－６９４７ 

 

健康・安全に関すること 

担 当 県立学校部保健体育課 健康教育・学校安全担当  

電 話 ０４８－８３０－６９６３ 


